
23年度
目標値

（24年度）

各種会合にお

成果指標 単位 21年度 22年度

執行率（％） 83.6 109.3 91.8

執行額 28 38 30

計 32 34 35 26 22

- - -

繰越し等 - - - -

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 32 34 35 26 22

補正予算 -

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

上記の目的を達成するため、ＡＲＦや北東アジア協力対話といったフォーラムへの積極的な参加及び活動支援を行うとともに、外務省職員に対
する安全保障研修等を通じた専門家との相互理解の促進により、我が国の安全保障の確保に取り組む。

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
別紙参照

関係する計画、
通知等

別紙参照

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

アジア太平洋地域の平和と安定を確保していくためには，同地域における米国の存在と関与を前提とした上で，二国間及び多国間の対話や
民間レベル（トラック２）の枠組みを重層的に用いて同地域の安全保障環境に影響を及ぼす各国との信頼醸成を促進し，安全保障環境を向上
させていく。

事業開始・
終了(予定）年度

別紙参照 担当課室
安全保障政策課

海上安全保障政策室
課長　伊澤　修

室長　瀬尾　正嗣

会計区分 一般会計 施策名 Ⅱ－１　国際の平和と安定に対する取組

事業番号 213
　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名 安全保障政策全般に係る外交政策立案 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者

海賊対策に関する
ワークショップ開催経
費

- -

ＡＲＦ活動強化関係経
費

3 2

北東アジア協力対話
開催経費

2 2

5 5
米国安全保障政策研究に必要な経費，及び安全保障政策に関する事務運営費に
ついて，出張回数の見直しによる減。

安全保障政策に関す
る事務運営費

4 3

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

米国安全保障政策研
究に必要な経費

12 10

アセアン地域フォーラ
ム会合経費

―

(               12) (               14 ) (              11 )

単位当たり
コスト

　　　　　　　　　　　２，３５４（千円／回）　　　　　　 算出根拠
単位当たりのコスト＝事業費用（２５，８９１千円）／各種会合出席回数
（１１）

各種会合への外務省等からの出席者の確保

活動実績

（当初見込
み）

回
12 14 11

100

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）
ＡＲＦや北東アジア協力対話といったフォーラム
の活性化、地域内の信頼醸成及び安全保障環
境の向上

成果実績

各種会合にお
いて地域の安
全保障につい
て有意義な意
見交換を行っ
た。ＡＲＦにつ
いては２０２０
年のＡＲＦの目
指すべき姿を
取りまとめたＡ
ＲＦビジョンス
テートメントの
採択

各種会合にお
いて地域の安
全保障につい
て有意義な意
見交換を行っ
た。ＡＲＦにつ
いてはＡＲＦビ
ジョンステート
メントを具体化
するための行
動計画を採択

各種会合にお
いて地域の安
全保障につい
て有意義な意
見交換を行っ
た。ＡＲＦにつ
いては予防外
交ワークプラン
を採択

各種会合にお
いて地域の安
全保障につい
て有意義な意
見交換を行
う。ＡＲＦにつ
いては軍縮・
不拡散ワーク
プランの採択
を目指す。

達成度 ％ 100 100

費

計 26 22



○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

アジア太平洋地域の平和と安定を確保していくために、同地域における米国の存在と関与を前提とした上で、二国間及び多国間の対話や民
間レベルの枠組みを重層的に用いて同地域の安全保障環境に影響を及ぼす各国との信頼醸成を促進し、安全保障環境を向上させていくた
め、ＡＲＦや北東アジア協力対話といったフォーラムへの積極的な参加及び活動支援を行うとともに、外務省職員に対する安全保障研修を通
じた専門家の相互理解の促進により、我が国の安全保障の確保に取り組む必要があるところ、引き続き事業の継続が必要と考える。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

我が国の安全保障の確保は，我が国が主体的に各種
フォーラムへの参加し，安全保障専門家との相互理解を
促進することを通じて実効的に実現されるものであり，ま
た成果は着実に達成されている。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

－
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

　※類似事業名とその所管部局・府省名

業務委託の支出先の選定にあたっては、一般競争に付
することを始め、事業実施能力を精査した上で選定を
行っており、委託内容については、事業目的に即し必要
なものに限定し、実施状況の確認を行っている。支出に
おいては、領収書等の各種証拠書の提出を求め、入念
にチェックを行った上で、支出を行っている。
また、旅費の支給にあたっては、出張日程を基に経済的
な交通手段の選定を行い、国家公務員等の旅費に関す
る法律に基づき、各種証拠書類及び領収書を精査し、支
給を行っている。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

－ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・
使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

我が国の安全保障の確保は，すべての国民がその便益
を享受するものであり，また，国が実施すべき事業であ
る。

○

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

縮
減

 米国安全保障政策研究に必要な経費，及び安全保障政策に関する事務運営費について，出張回数の見直しによる減。

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

関連する過去のレビューシートの事業番号

予算監視・効率化チームの所見

抜
本
的
改
善

事業見直しによる減
単価見直しによる減

平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー270,290,292,296,313 256,267,282,283,285,新23-28

関連する過去のレビューシートの事業番号



平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求

計 12 10

安全保障研修運営委
嘱費

8 8

職員旅費
4 2

執行率（％） 83.3 85.0 96.6

16 14 13 12 10

執行額 14 12 12

繰越し等 - - - -

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 16 14 13 12 10

補正予算 -

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

- - -

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第一項第一号イ

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度

平成１９年度 担当課室 安全保障政策課 課長　伊澤　修

会計区分 一般会計 施策名 Ⅱ－１　国際の平和と安定に対する取組

(別紙）

個別事業名 米国安全保障政策研究に必要な経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

個別事業名： 米国安全保障政策研究に必要な経費

外務省

１２百万円

外務省における軍事・安全保障分野の専門家を経年的に育成し、ひいては我

が国の安全保障に資することを目的とする。

米国安全保障政策研修

業務を請け負う

Ａ．米国戦略国際問題研究

所（ＣＳＩＳ）

８百万円

【随意契約】

米国安全保障政策研修

参加出張旅費を受領

Ｂ．出張者９名

４百万円

【出張者に直接支出】

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）



計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 8 計 0

使　途 金　額
(百万円）

委託 米国安全保障政策研修業務 8

個別事業名： 米国安全保障政策研究に必要な経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

9 出張者Ｉ 米国安全保障政策研修参加出張旅費を受領 0.4 － －

8 出張者Ｈ 米国安全保障政策研修参加出張旅費を受領 0.4 － －

7 出張者Ｇ 米国安全保障政策研修参加出張旅費を受領 0.5 － －

6 出張者Ｆ 米国安全保障政策研修参加出張旅費を受領 0.5 － －

5 出張者Ｅ 米国安全保障政策研修参加出張旅費を受領 0.5 － －

4 出張者Ｄ 米国安全保障政策研修参加出張旅費を受領 0.5 － －

3 出張者Ｃ 米国安全保障政策研修参加出張旅費を受領 0.5 － －

2 出張者Ｂ 米国安全保障政策研修参加出張旅費を受領 0.5 － －

1 出張者Ａ 米国安全保障政策研修参加出張旅費を受領 0.5 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1
米国戦略国際問題研究
所（ＣＳＩＳ）

米国安全保障政策研修業務を請け負う 8 随意契約 －

米国安全保障政策研究に必要な経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求

計 5 5

職員旅費 4 4

文化人等派遣旅費 1 1

執行率（％） 99.4 107.4 87.5

5 4 5 5 5

執行額 5 5 4

繰越し等 - - - -

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 5 4 5 5 5

補正予算 -

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

- - -

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第一項第一号イ

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度

担当課室 安全保障政策課 課長　伊澤　修

会計区分 一般会計 施策名 Ⅱ－１　国際の平和と安定に対する取組

(別紙）

個別事業名 アセアン地域フォーラム会合経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

個別事業名： アセアン地域フォーラム会合経費

外務省

４百万円

アセアン地域フォーラム（ＡＲＦ）は、地域の平和と安定のため重要な会議である。我が

国としてはＡＲＦ推進のために主導的役割を果たしていくことが必要であり、閣僚会合に

関連する各種会合に参加する。ＡＲＦがその活動に専門的見地から助言・勧告を受ける

ことを目的に導入されたＡＲＦ・ＥＥＰ（専門家／賢人）会合に我が国有識者を派遣する。

海外で開催されるＡＲＦ

関係会合出張旅費を受

領

Ａ．出張者８名

４百万円

【出張者に直接支出】

海外で開催されるＡＲＦ

関係会合出張旅費を受

領

Ｂ．有識者Ａ

０．３百万円

【有識者に直接支出】

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

外務省

４百万円

アセアン地域フォーラム（ＡＲＦ）は、地域の平和と安定のため重要な会議である。我が

国としてはＡＲＦ推進のために主導的役割を果たしていくことが必要であり、閣僚会合に

関連する各種会合に参加する。ＡＲＦがその活動に専門的見地から助言・勧告を受ける

ことを目的に導入されたＡＲＦ・ＥＥＰ（専門家／賢人）会合に我が国有識者を派遣する。

海外で開催されるＡＲＦ

関係会合出張旅費を受

領

Ａ．出張者８名

４百万円

【出張者に直接支出】

海外で開催されるＡＲＦ

関係会合出張旅費を受

領

Ｂ．有識者Ａ

０．３百万円

【有識者に直接支出】



B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 1 計 0

使　途 金　額
(百万円）

旅費 海外で開催されるＡＲＦ関係会合出張
旅費

1

個別事業名： アセアン地域フォーラム会合経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

1 有識者Ａ 海外で開催されるＡＲＦ関係会合出張旅費を受領 0.3 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

8 出張者Ｈ 海外で開催されるＡＲＦ関係会合出張旅費を受領 0.2 － －

7 出張者Ｇ 海外で開催されるＡＲＦ関係会合出張旅費を受領 0.3 － －

6 出張者Ｆ 海外で開催されるＡＲＦ関係会合出張旅費を受領 0.3 － －

5 出張者Ｅ 海外で開催されるＡＲＦ関係会合出張旅費を受領 0.3 － －

4 出張者Ｄ 海外で開催されるＡＲＦ関係会合出張旅費を受領 0.4 － －

3 出張者Ｃ 海外で開催されるＡＲＦ関係会合出張旅費を受領 0.5 － －

2 出張者Ｂ 海外で開催されるＡＲＦ関係会合出張旅費を受領 0.7 － －

1 出張者Ａ 海外で開催されるＡＲＦ関係会合出張旅費を受領 1 － －

アセアン地域フォーラム会合経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求

計 4 3

消耗品代 0.1 0.1

研究謝金 3 3

職員旅費 0.3 0.3

執行率（％） 86.6 96.0 87.2

4 4 6 4 3

執行額 4 3 5

繰越し等 - - - -

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 4 4 6 4 3

補正予算 -

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

- - -

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第一項第一号イ

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度

担当課室 安全保障政策課 課長　伊澤　修

会計区分 一般会計 施策名 Ⅱ－１　国際の平和と安定に対する取組

(別紙）

個別事業名 安全保障政策に関する事務運営費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

個別事業名： 安全保障政策に関する事務運営費

外務省

５百万円

安全保障に関する外交上の総合政策の企画立案、我が国の安全保障政策に必要な

情報の収集・調査及び各種調書の作成をおこなう。

「アジア太平洋安全保

障協力会議(CSCAP)」
に係る研究業務委託

Ａ．財団法人 日本国際

問題研究所

３百万円

【随意契約】

図書購入

Ｈ．英国国際戦略研究所

他１社

０．１百万円

【随意契約】

安全保障政策関係に係る

国内出張旅費を受領

Ｊ．出張者１０名

０．２百万円

【出張者に直接支出】

研究会出席謝礼、

交通費、原告料謝

礼、出張手当（日当、

Ｂ．有識者４名

０．３百万円

【随意契約】

国際航空賃、査証代、

Ｃ．株式会社 Ａ旅行代理

店

１百万円

【随意契約】

海外旅行傷害保険

Ｄ．株式会社 霞友サービス

０．０１百万円

【随意契約】

研究会資料図書

Ｅ．書店３社

０．０４百万円

【随意契約】

印刷・製本

Ｉ．株式会社 Ａ印刷

２百万円

【随意契約】

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

外務省

５百万円

安全保障に関する外交上の総合政策の企画立案、我が国の安全保障政策に必要な

情報の収集・調査及び各種調書の作成をおこなう。

「アジア太平洋安全保

障協力会議(CSCAP)」
に係る研究業務委託

Ａ．財団法人 日本国際

問題研究所

３百万円

【随意契約】

図書購入

Ｈ．英国国際戦略研究所

他１社

０．１百万円

【随意契約】

安全保障政策関係に係る

国内出張旅費を受領

Ｊ．出張者１０名

０．２百万円

【出張者に直接支出】

研究会出席謝礼、

交通費、原告料謝

礼、出張手当（日当、

宿泊料、交通費）

Ｂ．有識者４名

０．３百万円

【随意契約】

国際航空賃、査証代、

査証代行手数料

Ｃ．株式会社 Ａ旅行代理

店

１百万円

【随意契約】

海外旅行傷害保険

Ｄ．株式会社 霞友サービス

０．０１百万円

【随意契約】

研究会資料図書

Ｅ．書店３社

０．０４百万円

【随意契約】

印刷・製本

Ｉ．株式会社 Ａ印刷

２百万円

【随意契約】

報告書作成に係る

印刷・製本

Ｆ．有限会社 Ａ商店

０．１百万円

【随意契約】

研究会に係る飲料、

ワーキングランチ

Ｇ．株式会社３社

０．０１百万円

【随意契約】



B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 2 計 0

外部委託
株式会社Ａ旅行代理店（国際航空券
手配）

1

使　途 金　額
(百万円）

人件費等 研究業務委託 1

個別事業名： 安全保障政策に関する事務運営費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

計 0 計 2

印刷製本 株式会社　Ａ印刷 2

D. Ｉ.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 1 計 0

航空賃等 国際航空券手配 1

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

ように記載）

計 0 計 2



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

Ｃ.

Ｄ.

Ｅ.

2 書店Ｂ 研究会資料図書 0.01 － －

1 書店Ａ 研究会資料図書 0.03 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 株式会社　霞友サービス 海外旅行傷害保険 0.01 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 株式会社　Ａ旅行代理店 国際航空賃、査証代、査証代行手数料 1 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

4 有識者Ｄ 研究会出席謝礼、原稿謝礼、出張手当（日当、交通費） 0.1 － －

3 有識者Ｃ 研究会出席謝礼、出張手当（日当、宿泊料、交通費） 0.1 － －

2 有識者Ｂ 研究会出席謝礼、原稿謝礼、出張手当（日当、交通費） 0.1 － －

1 有識者Ａ 研究会出席謝礼、交通費、原稿謝礼、出張手当（日当、交通費） 0.1 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1
財団法人　日本国際問題
研究所

「アジア太平洋安全保障協力会議(CSCAP)」に係る研究業務を受託 3 随意契約 －

安全保障政策に関する事務運営費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

Ｆ.

Ｇ.

Ｈ.

Ｉ.

1 株式会社　Ａ印刷 印刷・製本 2 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

2 株式会社　書店Ｄ 図書購入 0.00 － －

1 英国国際戦略研究所 図書購入 0.1 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

3
株式会社　Ｃコーヒー
ショップ

研究会に係る飲料 0.00 － －

2
株式会社　Ｂコーヒー
ショップ

研究会に係る飲料 0.00 － －

1 株式会社　Ａレストラン 研究会に係るワーキングランチ 0.01 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 有限会社　Ａ商店 報告書作成に係る印刷・製本 0.1 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

3 書店Ｃ 研究会資料図書 0.00 － －

2 書店Ｂ 研究会資料図書 0.01 － －



Ｊ.

10 出張者Ｊ 安全保障政策に係る国内出長旅費を受領 0.00 － －

9 出張者Ｉ 安全保障政策に係る国内出長旅費を受領 0.01 － －

8 出張者Ｈ 安全保障政策に係る国内出長旅費を受領 0.01 － －

7 出張者Ｇ 安全保障政策に係る国内出長旅費を受領 0.01 － －

6 出張者Ｆ 安全保障政策に係る国内出長旅費を受領 0.01 － －

5 出張者Ｅ 安全保障政策に係る国内出長旅費を受領 0.02 － －

4 出張者Ｄ 安全保障政策に係る国内出長旅費を受領 0.02 － －

3 出張者Ｃ 安全保障政策に係る国内出長旅費を受領 0.03 － －

2 出張者Ｂ 安全保障政策に係る国内出長旅費を受領 0.06 － －

1 出張者Ａ 安全保障政策に係る国内出長旅費を受領 0.08 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求

計 3 2

職員旅費 2 2

会議費 1 ー

執行率（％） 90.9 203.9 84.7

2 8 3 3 2

執行額 2 17 2

繰越し等 - - - -

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 2 8 3 3 2

補正予算 -

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

- - -

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第一項第一号イ

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度

平成２０年度 担当課室 安全保障政策課 課長　伊澤　修

会計区分 一般会計 施策名 Ⅱ－１　国際の平和と安定に対する取組

(別紙）

個別事業名 ＡＲＦ活動強化関係経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

個別事業名： ＡＲＦ活動強化関係経費

外務省

２百万円

依然として不透明、不確実な要素の残るアジア太平洋地域の平和と安

定を確保していくため、ＡＲＦの活動を更に積極的に支援していくことが重要

であることから、ＡＲＦのＡＳＥＡＮ諸国が開催する関連会合に我が国が共同

議長として参画して、ＡＲＦの活動をさらに活性化させる。

ＡＲＦテロ対策及び国境

を越える犯罪に関する

会期間会合出張旅費を

受領

Ａ．出張者４名

１百万円

【出張者に直接支出】

ＡＲＦテロ対策及び国境

を越える犯罪に関する

会期間会合における、

日本側主催レセプション

代

Ｂ．ホテル（クアラルンプー

ル）

（JW MARRIOTT 
KUALALUMPUR）

１百万円

【随意契約】

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

外務省

２百万円

依然として不透明、不確実な要素の残るアジア太平洋地域の平和と安

定を確保していくため、ＡＲＦの活動を更に積極的に支援していくことが重要

であることから、ＡＲＦのＡＳＥＡＮ諸国が開催する関連会合に我が国が共同

議長として参画して、ＡＲＦの活動をさらに活性化させる。

ＡＲＦテロ対策及び国境

を越える犯罪に関する

会期間会合出張旅費を

受領

Ａ．出張者４名

１百万円

【出張者に直接支出】

ＡＲＦテロ対策及び国境

を越える犯罪に関する

会期間会合における、

日本側主催レセプション

代

Ｂ．ホテル（クアラルンプー

ル）

（JW MARRIOTT 
KUALALUMPUR）

１百万円

【随意契約】



会議費 日本主催レセプション経費 1

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

使　途 金　額
(百万円）

個別事業名： ＡＲＦ活動強化関係経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 1 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

1
ホテル（クアラルンプー
ル）(JW MARRIOTT
KUALALUMPUR)

ＡＲＦテロ対策及び国境を越える犯罪に関する会期間会合におけるレ
セプション

1 随意契約 －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

4 出張者Ｄ
ＡＲＦテロ対策及び国境を越える犯罪に関する会期間会合出張旅費
を受領

0.2 － －

3 出張者Ｃ
ＡＲＦテロ対策及び国境を越える犯罪に関する会期間会合出張旅費
を受領

0.2 － －

2 出張者Ｂ
ＡＲＦテロ対策及び国境を越える犯罪に関する会期間会合出張旅費
を受領

0.2 － －

1 出張者Ａ
ＡＲＦテロ対策及び国境を越える犯罪に関する会期間会合出張旅費
を受領

0.5 － －

ＡＲＦ活動強化関係経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率



平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求

計 2 2

職員旅費 1 1

文化人等派遣旅費 1 1

執行率（％） 65.1 19.6 52.2

5 4 5 2 2

執行額 3 0.9 2

繰越し等 - - - -

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 5 4 5 2 2

補正予算 -

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

- - -

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第一項第一号イ

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度

担当課室 安全保障政策課 課長　伊澤　修

会計区分 一般会計 施策名 Ⅱ－１　国際の平和と安定に対する取組

(別紙）

個別事業名 北東アジア協力対話開催経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

個別事業名： 北東アジア協力対話開催経費

外務省

２百万円

北東アジア協力対話は、日、米、中国、韓国、ロシア、北朝鮮の各国民間

レベルの関係者が参加し、北東アジア唯一の多国間安全保障対話の場で

あり、我が国として積極的に活動を支援することは、同地域の平和と安定

維持のために重要である。

第２２回北東アジア協力対

話出張旅費を受領

Ａ．出張者３名

１百万円

【出張者に直接支出】

第２２回北東アジア協力対

話出張旅費を受領

Ｂ．有識者２名

１百万円

【有識者に直接支出】

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

外務省

２百万円

北東アジア協力対話は、日、米、中国、韓国、ロシア、北朝鮮の各国民間

レベルの関係者が参加し、北東アジア唯一の多国間安全保障対話の場で

あり、我が国として積極的に活動を支援することは、同地域の平和と安定

維持のために重要である。

第２２回北東アジア協力対

話出張旅費を受領

Ａ．出張者３名

１百万円

【出張者に直接支出】

第２２回北東アジア協力対

話出張旅費を受領

Ｂ．有識者２名

１百万円

【有識者に直接支出】



B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

使　途 金　額
(百万円）

個別事業名： 北東アジア協力対話開催経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

7

6

5

4

3

2 有識者Ｂ 第２２回北東アジア協力対話出張旅費を受領 0.5 － －

1 有識者Ａ 第２２回北東アジア協力対話出張旅費を受領 0.5 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3 出張者Ｃ 第２２回北東アジア協力対話出張旅費を受領 0.3 － －

2 出張者Ｂ 第２２回北東アジア協力対話出張旅費を受領 0.5 － －

1 出張者Ａ 第２２回北東アジア協力対話出張旅費を受領 0.5 － －

北東アジア協力対話開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8



平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求

計 - -

- -

- -

- -

執行率（％） - - 150.8

- - 3 - -

執行額 - - 5

繰越し等 - - - -

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 - - 3 - -

補正予算 -

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

- - -

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第四条第一項イ
海賊対処法第１１条第１項

関係する計画、
通知等

－

実施方法 □直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度

平成２３年度 担当課室 海上安全保障政策室 室長　瀬尾　正嗣

会計区分 一般会計 施策名 Ⅱ－１　国際の平和と安定に対する取組

(別紙）

個別事業名 海賊対策に関するワークショップ開催経費 担当部局庁 総合外交政策局 作成責任者



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

個別事業名： 海賊対策に関するワークショップ開催経費

外務省

５百万円

各国の政府関係者に加え、有識者を交えた形でのワークショップを東京で開催

し、海賊対策を含め海上安全保障問題について国際社会として取るべき諸施策

等につき官民で議論する。

海上安全保障政策におけ

る信頼醸成措置に関する

国際ワークショップ開催に

かかる会議運営業務

Ａ．株式会社ステージ

３百万円

【一般競争入札】

被招聘者の訪日往復航

空券の手配（在外公館

を通じ現地手配）

Ｆ．在外公館所在地

現地旅行代理店 ５社

２百万円

【在外送金】

国際ワークショップ出

席謝礼

Ｈ．有識者２名

０．０５百万円

【随意契約】

一部被招へい者の

Ｂ．株式会社クレアー

ト

１百万円

【随意契約】

被招聘者が夕食代を受

Ｅ．被招へい者７名

０．０３百万円

【被招へい者が受領】

被招聘者の宿泊

Ｃ．東京プリンスホテル

０．３百万円

【随意契約】

ワーキングランチ、レセ

Ｄ．株式会社味工房スイセ

ン

０．５百万円

【随意契約】

音響・会議マイクシステ

ムの運用

Ｇ．株式会社

放送サービスセンター

０．１百万円

【随意契約】

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

外務省

５百万円

各国の政府関係者に加え、有識者を交えた形でのワークショップを東京で開催

し、海賊対策を含め海上安全保障問題について国際社会として取るべき諸施策

等につき官民で議論する。

海上安全保障政策におけ

る信頼醸成措置に関する

国際ワークショップ開催に

かかる会議運営業務

Ａ．株式会社ステージ

３百万円

【一般競争入札】

被招聘者の訪日往復航

空券の手配（在外公館

を通じ現地手配）

Ｆ．在外公館所在地

現地旅行代理店 ５社

２百万円

【在外送金】

国際ワークショップ出

席謝礼

Ｈ．有識者２名

０．０５百万円

【随意契約】

一部被招へい者の

航空券手配、 空港

送迎エスコート、車

両借り上げ

Ｂ．株式会社クレアー

ト

１百万円

【随意契約】

被招聘者が夕食代を受

領

Ｅ．被招へい者７名

０．０３百万円

【被招へい者が受領】

被招聘者の宿泊

Ｃ．東京プリンスホテル

０．３百万円

【随意契約】

ワーキングランチ、レセ

プション、装花

Ｄ．株式会社味工房スイセ

ン

０．５百万円

【随意契約】

音響・会議マイクシステ

ムの運用

Ｇ．株式会社

放送サービスセンター

０．１百万円

【随意契約】



B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 1 計 0

使　途 金　額
(百万円）

外部委託
株式会社クレアート（エスコート手配、
車両手配等）

1

個別事業名： 海賊対策に関するワークショップ開催経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

ように記載）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

Ｃ.

Ｄ.

Ｅ.

5 被招へい者Ｅ 被招へい者が夕食代を受領 0.00 － －

4 被招へい者Ｄ 被招へい者が夕食代を受領 0.00 － －

3 被招へい者Ｃ 被招へい者が夕食代を受領 0.01 － －

2 被招へい者Ｂ 被招へい者が夕食代を受領 0.01 － －

1 被招へい者Ａ 被招へい者が夕食代を受領 0.01 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 株式会社　味工房スイセンワーキングランチ、レセプション、装花 0.5 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 東京プリンスホテル 被招へい者の宿泊代 0.3 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 株式会社　クレアート 一部被招へい者の航空券手配、空港送迎エスコート、車両借り上げ 1 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 株式会社　ステージ
海上安全保障政策における信頼醸成措置に関する国際ワークショッ
プ開催に係る会議運営業務を受託

3 1 99.4

海賊対策に関するワークショップ開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

Ｆ.

Ｇ.

Ｈ.

2 有識者Ｂ 国際ワークショップ出席謝礼 0.02 － －

1 有識者Ａ 国際ワークショップ出席謝礼 0.02 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1
株式会社　放送サービス
センター

音響・会議マイクシステムの運用 0.1 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5
現地（ベトナム）旅行代理
店

被招へい者の航空券手配 0.1 － －

4 現地（インド）旅行代理店 被招へい者の航空券手配 0.2 － －

3
現地（ベルギー）旅行代
理店

被招へい者の航空券手配 0.5 － －

2
現地（マレーシア）旅行代
理店

被招へい者の航空券手配 0.5 － －

1
現地（オーストラリア）旅
行代理店

被招へい者の航空券手配 0.5 － －

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

7 被招へい者Ｇ 被招へい者が夕食代を受領 0.00 － －

6 被招へい者Ｆ 被招へい者が夕食代を受領 0.00 － －


